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正

岡
部
利
良
先
生
は
、
北
海
道
函
館
市
で
１
９
０
５
年
に
出
生
。
５
歳
の
と
き

父
が
亡
く
な
り
、
母
、
姉
弟
と
と
も
に
本
籍
地
た
る
郷
里

・
山
陰
但
馬
の
美
方

郡
西
浜
村

（現
新
温
泉
町
）
諸
寄
に
帰
り
、
尋
常
高
等
小
学
校
を
終
え
、
１
５

才
の
時
勤
労
学
生
と
し
て
、
上
京
さ
れ
、
苦
学

。
苦
渋
の
人
生
を
歩
ま
れ
た
後
、

京
都
大
学
教
授
に
な
ら
れ
、
１
９
９
１
年
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
、
私
の
大
学
時
代
に
師
事
し
た
教
授
か
ら
、

「
そ
う
い
え
ば
私
の
大
学

時
代
の
専
任
教
授
で
し
た
岡
部
先
生
が
、
私
は
山
陰
の
浜
坂
町
出
身
で
す
、
と

言
っ
て
お
ら
れ
た
よ
」
と
聞
き
、
大
変
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
諸
寄
の
岡
部

と
い
う
苗
字
の
方
を
諸
寄
公
民
館
長
に
捜
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
酒
店
岡
部

敏
雄
さ
ん
宅
が
郷
里
で
し
た
。

岡
部
教
授
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
の
ひ
と
つ
は
、
苦
学
力
行
の
人
で
、
夜
間

中
学
を
へ
て
、
高
等
学
校
入
学
資
格
の
検
定
試
験
に
合
格
さ
れ
、
旧
制
第
四
高

等
学
校
に
入
学
す
る
と
い
う
異
例
の
コ
ー
ス
を
経
て
、
京
都
大
学
経
済
学
部
に

入
学
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
卒
業
後
も
、
東
洋
経
済
新
聞
社

。
大
学
院

・

建
国
大
学

。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
と
い
う
変
化
に
富
ん
だ
苦
し
い
人
生
行
路
を
歩
ま

れ
、
会
計
学
の
分
野
で
才
能
を
発
揮
さ
れ
、
五
十
五
歳
で
教
授
に
な
ら
れ
ま
し

た
。二

つ
め
は
、
経
歴
が
示
す
よ
う
に

一
貫
し
て
勤
労
者
の
立
場
に
立

っ
た
啓
蒙

書
で
あ
る

『勤
労
者
の
た
め
の
会
計
学
』
や
戦
後
民
主
主
義
の
息
吹
の
な
か
で

結
集
し
た
経
営

。
会
計
研
究
者
の
戦
後
総
括
と
も
言
わ
れ
る

『現
代
経
営
会
計

講
座
』
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
遺
作

『現
代
会
計
学
批
判
』
は
批
判
会
計
学
の

指
導
的
地
位
を
占
め
、
多
く
の
研
究
者
を
育
て
ら
れ
た
集
大
成
で
あ
り
ま
し
た
。

岡
部
利
良
先
生
は
、
新
温
泉
町
出
身
で
あ
り
、
か
つ
一
貫
し
て
勤
労
者
の
立

場
に
た
た
れ
て
会
計
学
を
研
究
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
青
少
年
の

座
右
銘
と
し
て
、

「現
代
兵
庫
の
百
人
」
（昭
和
五
十
三
年
発
行
）
の
中
で

「不

撓

（ふ
と
う
）
の
精
神
」
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、
親
を
早
く
失
っ
て
も
、
本
人

に
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
人
並
み
の
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
と
語
っ
て
お
ら
れ
る

こ
と
な
ど
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

新
温
泉
町
内
に
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
先
人
が
お
ら
れ
ま
す
。
な
ん
と

か
そ
の
人
た
ち
の
成
果
を
生
か
せ
る
よ
う
な
取
組
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

※

「不
撓

（ふ
と
う
）
」
＝
心
が
固
く
困
難
に
屈
せ
ぬ
こ
と

え
代
兵
牟
ヶ
て
人育

英
出
版
社
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